
 

 

 

 

 

 

2023年度(令和 5年度)支部通常総会 

 

 

日 時： 令和 5年 7月 17日（祝・月）14:30～ 

場 所： 松江プラザホテル（松江市朝日町 469-1） 

     

 

 

 

東洋大学校友会 島根県支部 

 

 



 

 

  

    
  

 

大 学 歌 

 

一．亜細亜の魂再びここに 

目覚めしよろこび溢れつ人に 

雄々しく掲げたり鬨
とき

の声 

東洋大学 生れぬかくて 

 

二．亜細亜の天地
あめつち

暁
 あかつき

明けて 

仁義と慈悲との誠の光 

今こそ輝け西の海 

東洋大学 務
つとめ

は重し 
 

 

 



支部総会次第 

 

 

１ 開会 
 

２ 大学歌斉唱 

 

３ 支部長挨拶 

   

４ 議 題   

第１号議案 2022年度（令和 4年度）校友会活動の振り返り・事業報告 

第２号議案 2022年度（令和 4年度）決算報告及び監査報告 

第３号議案 2023年度（令和 5年度）取り組み・事業計画（案） 

第４号議案 2023年度（令和 5年度）収支予算（案） 

第５号議案 支部長交替（案） 

 

５ 閉会（集合写真撮影） 

 

 

＜別紙資料＞ 

  ・東洋大学校友会 会長 神田雄一氏 メッセージ 

  ・東洋大学校友会 函館支部 支部長 高田伸一氏 メッセージ 

・2022年度（令和 4年度）会費納入状況一覧表 

  ・校友情報 

   

     

 

 

---------------------------------------------------------------------- 

○懇親会 

日時 令和 5年 7月 17日（祝・月）16:00～18:00 

場所 個室居酒屋「和咲美」－wasabi－松江店 

松江市朝日町 469-2松江駅前ビル 2階 

---------------------------------------------------------------------- 

〇松江駅発  出雲市方面行き 17:56発、18:19発 

       安来市方面行き 18:07発 



2022年度(令和 4年度)校友会活動の振り返り 

 

 

１．校友会本部 
 

2022年度は「新しい時代の新しい校友ソサエティーの実現に向け」5つの重要項目を 

掲げて活動してきた。 

①校友に対する双方向コミュニケーションの基盤確立の為の ICT推進 

②様々な属性を持つ卒業生が集える支部組織の拡大 

③母校愛に満ちた卒業生が集まる大学支援事業の実現。 

④母校の信頼を得られる文化の醸造。 

⑤会として持続可能な発展に必要な財源となる、会費代理収納制度復活。 

 

結果として以下の事が出来た。 

・ZOOM等の ICT推進によりコミュニケーション活性化の体制が整った。理事会・オ 

ンライン校友大会、代議員会等。 

・埼玉白山教育会との連携協力の前進。 

・卒業生のニーズ調査による大学のリカレント教育支援。校友会ホームページに 

「TOYO福祉・保育系ネットワーク」開設。 

・校友会奨学金・学生研究奨励賞の授与。校友会長特別賞の授与。支部を中心とし 

た母校のスポーツ応援。 

・2022年度の会費納入は 10,606名で前年度から 364名減。大学側の評価により 

2023年度に「協力金」が支給されることになっているが、代理収納復活交渉を進 

めている。 

 

 

２．島根県支部 
 

2022年度の活動は、コロナ禍のもと、対面を制限された活動でしたが、校友会本部の取

り組みと一気通貫となった取り組みを行い、「会員相互の親睦を深め、大学の興隆発展

に県内で寄与する」事を目指したが活動は限定的であった。 

 

（１）会員相互のコミュニケーションの活性化による親睦 

・月一回の校友メッセージ配信の定着化。メッセージにより校友間の認知度は拡 

 大した。メールで 77名、郵送で 8名に配信しているが量の増加が課題。校友 

会ホームページには常時アップ。開始以来 33名の校友から寄稿頂いている。 

・校友友会理事会傍聴や、エリア別意見交換会への ZOOM参加に取組みだが、人 

数的な拡大は出来なかった。 

・「校友ジャーナル」の本部からの配信・転送を行い、校友会活動の現状の共有 

 化目指した。ジャーナル内容への質問も寄せられている。 

・東洋大学ホームカミングデーでの全国物産展商品出品協賛。 

・箱根駅伝への応援新聞紙面広告掲載。 

 

 

 



（２）大学への貢献と学生支援 

・学び直し「リカレント教育」のメールでの支部校友への紹介。 

・広報課主管「現代学生百人一首」の 50部郵送。財政的な問題で会員全数には 

郵送出来ていないが、校友勤務先の学校で紹介されている 

 

（３）支部財政健全化と会員の拡大 

・2023年までに会費納入会員 75名を(代議員枠 2名確保)目標に勧誘を行った。 

2023年 3月末で 71名。対前年度から 9名増えたが不足。 

会員の高齢化すすんでおり、新卒者、現役世代会員・女性会員の入会が課題。 

・出雲駅伝応援バスツアーによる会員拡大と、手数料確保はコロナ禍の為参加者 

限定的で増えず。県西部校友の応援参加あり、取組みは前進。 

 

（４）地域での校友会活動強化 

・島根県内での学生スポーツ競技応援活動強化に取り組んだ。出雲陸上、出雲駅 

伝、松江レディースの応援。三大会とも応援時に支部から激励金渡す。 

応援参加者増が課題。 

・校友の社会活動支援は、自治体選挙への校友立候補者や、校友叙勲者を紹介。 

 

（５）甫水会と協力 

・在校生人数不明で甫水会島根県支部は現在休眠状態のため活動していない。甫 

水会本部との連絡が喫緊の課題。 

・本部が大学当局と交渉している、卒業生情報提供や、校友会費代理収納の実現 

が課題。 



 

 

2022年度（令和 4年度）事業報告 

 

令和 4年 4月 24日 

 

吉岡隆徳記念第 76回出雲陸上 

競技大会 

浜山公園陸上競技場 

5月 21日 

 

校友会代議員会 

 

※書面による議決権行使またはオン

ライン会議出席による挙手での意思

表示 

6月 11日 

 

三役会議 

（福島、石川、荒木） 

ジョイフル島根斐川店 

7月 18日 

 

支部通常総会 ※書面による議決権行使 

10月 10日 

 

第 34回出雲駅伝  出雲大社他 

令和 5年 3月 19 日 

 

第 44回まつえレディーズハー 

フマラソン 

松江城大手前 

 

 

＜校友メッセージ＞ 

17 R4年 4月 藤田紀之 全敗の川高野球、ケ・セラ・セラ、そして 120歳へ 

18 5月 石原啓子 西片女子寮からはじまった島根女子のワクワク・ 

ドキドキ 

19 6月 釜屋治男 法務人生を囲碁の手筋で振り返る 

20 7月 野田佳文 振り返れば朝霞。邑南に繋がる 4つの分岐点 

21 8月 蔵本章雅 一人旅から学び、安来に立つ 

22 9月 古志野郁美 あの頃の生き方を、私は忘れない 

23 10月 糸賀三也 縁で繋がる私の生き方 

24 11月 石川圭史 学びの途中にて 

25 12月 佐藤秀紀 宍道湖発。渡り鳥、滑空の軌跡 

26 R5年 1月 石川泰州 学ぶことは、誠実を胸に刻むことである 

27 2月 岡本 淳 ふるさとの未来を話そう 

28 3月 牧尾 実 隠岐に学ぶという生き方 

 





第３号議案 
 

2023年度(令和 5年度)校友会活動の取り組み 
 

１．校友会本部 
 

（１）基本方針 

①全卒業生を代表する組織として「様々な属性に対応する」開かれた校友会運営 

をする。 

②新たな会員が参画しやすく、大学から最大の支援者として信頼される文化風土 

 を構築する。 

③「卒業生支援が活発な大学」としてのブランド向上に貢献する。 

（２）重点項目 

①多くの校友に情報を伝搬出来、時間効率とコスト効果の為に ICT推進 

②卒業生の代表組織として、地域にこだわることなく多種多様なネットワーク構 

 築をめざす。 

③大学支援事業の実現 

④発展の原資である会費代理収納制度の復活と、合理的な会費制度への見直し 

⑤会目的に賛同する校友が集いやすく、特に若年層・女性層が参画しやすい文化 

 風土の構築。 

 

２．島根県支部 
2022年度活動方針の総括を踏まえ、その深化を図る。 

 

（１）会員相互のコミュニケーションの活性化。 

・月 1回の校友メッセージ継続と配信対象数の増加と、ZOOM等による定期的な 

 情報交換会の設置。 

・校友会ホームページ「キラリネット」への登録促進 

・校友大会・大学ホームカミングデーへの参加で、全国校友との親睦を深める 

・本部メルマガ登録者数を増やすアナウンス活動 

（２）大学への貢献と学生スポーツ支援 

・大学主催の「リカレント教育」や公開講座の紹介 

・広報課主管「現代学生百人一首」の取り寄せ配布 

・出雲駅伝応援バスツアー・松江レディースマラソンの応援実施と参加者の拡大 

（３）支部財政健全化と会員拡大 

・校友会会費納入者数増と、代議員数枠 2名確保。 

・漏れのない校友会活動のアナウンス 

・紙ベースによる支部活動の紹介 

（４）地域での大学と校友会の活動活性化 

・校友の講演活動、地域於ける社会活動の支援と参加者増 

（５）甫水会との協力 

・甫水会島根在校生の確認と情報提供 

・各種学生スポーツ競技への甫水会との共同応援 



2023年度（令和 5年度）事業計画（案） 

 

令和 5年 4月 16日 

 

吉岡隆徳記念第 77回出雲陸上 

競技大会 応援中止 

浜山公園陸上競技場 

6月 10日 

 

校友会代議員会 

 

※書面による議決権行使またはオン

ライン会議出席による挙手での意思

表示 

6月 25日 

 

三役会議 

（福島、児玉、石川、荒木） 

ジョイフル島根斐川店 

7月 17日 

 

支部通常総会 松江プラザホテル 

月   日 出雲駅伝実行委員会 大津コミュニティセン

ター 

10月 9日 

 

第 35回出雲駅伝  出雲大社他 

令和 6年 3月 17日 

 

第 45回まつえレディーズハー 

フマラソン 

松江城大手前スタート 

 

 

 

＜校友メッセージ＞ 

29 令和 5年 4月 安達昌明 哲学が育てた地方自治のまなざし 

30 5月 小川雅隆 薄紫の山脈は、はるか希望の雲を呼び 

31 6月 後藤雅子 旅館経営の基礎を学んだ観光科・感謝を込めて 

32 7月 竹内伸貴 第一学生寮の青春 

33 8月   

34 9月   

35 10月   

36 11月   

37 12月   

38 令和 6年 1月   

39 2月   

40 3月   

 





第５号議案 
 

支部長交替（案） 

 

 

 

氏 名 卒業年・学部 新役職 旧役職 

児玉 俊雄 
昭和 55年 

法・法 
支部長 

副支部長 

（出雲地区） 

福島 康治 
昭和 48年 

法・経法 
幹事・代議員 支部長・代議員 

 

 

  ・就任日  2023年（令和 5年）7月 18日 

  ・任 期  就任の日から 2025年支部総会終了の時まで 

   

    

 

 

 

（補足） 

 代議員の任期は、2022年（令和 4年）2月 15日から 3年以内に実施 

される代議員選挙終了の時まで となっております 



東洋大学校友会 島根県支部役員（案） 

 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

             （安来地区担当）     （松江地区担当）    

     

役職名 氏名 〒 住所 電話番号 携帯番号 

支部長 
児玉 俊雄 

S55 法・法 

    

副支部長（安来地区） 
石川 泰州 

S52 法・経法 

    

副支部長（松江地区） 

事務局長・代議員 

荒木 博 

S61 経営・経営 

    

幹事・代議員 
福島 康治 

S48 法・経法 

    

幹事・女性部長 
釜屋 啓子 

S56 法・法律 

    

幹事・女性副部長 
河原  美紀子 

S58 短・観 

    

幹事 
門脇 寛 

S49 工・土 

    

幹事 
服部 克典 

S53 経営・経営 

    

幹事 
坂本 秀樹 

S55 経済・経済 

    

幹事 
糸賀 三也 

S57 法・経営 

    

幹事 
福間 肇 

S58 経営・経営 

    

幹事 
原  猛 

S60 経営・経営 

    

事務局次長 

出雲駅伝担当 

布野 伸一 

S56 経済・経済 

    

会計監事 
田中 亨 

H01 工・応用化学 

    

      

特別校友 
作野 廣秋 

S35 法・法 

    

特別校友 
門脇 延雄 

S35 法・法 

    

特別校友 
足立 哲也 

S42 法・法 

    

特別校友 
影山 繁美 

S46 社・社 

    

特別校友 
車野 悦郎 

S49 経済・経済 

    

会員総会  

支 部 長 

車野 悦郎 

代議員 

福島康治 

荒木 博 

副支部長 

荒木 博 

女性部長 

釜屋啓子 

 

女性部長 

釜谷 啓子 

副支部長 

石川泰州 

 

事務局長 

荒木 博 

支部長 

児玉俊雄 

会計監事  

田中 亨 

役員任期 2023年 7月 18日から 2025年支部通常総会終了時まで  





 

 

校友情報 

 

 

 

●議員当選 

投開票日 氏 名 卒業年 学部・学科 

R5.4.9島根県議 岡本 淳（浜田市） 平成 7年 経済学部 経済学科 

  

 

 

●令和 5年 春の叙勲受章 

賞賜 

（功労概要） 
氏 名 卒業年 学部・学科 

瑞宝双光章 

（郵便事業功労） 
山﨑省三（大田市） 昭和 45年 経営学部 商学科 

 

 ＜山﨑さんのコメント＞ 

令和 5年春の叙勲による、5/10の伝達式及び皇居での拝謁にむけ上京。 

最後の上京で、この上ない感激に浸りました。 

『さまざまな 事おもいだす さくらかな』（芭蕉）ならぬ 

『さまざまな 事おもいだす 叙勲かな』です。 

これは、円了先生の『哲学を持て』との教えの賜であり、改めてこの言葉 

の懐の深さをかみしめるところです。 

                     6月 1日大田市仁摩町馬路より 



令和 4年 4月 23日～24日 第 76回出雲陸上 

 

 



令和 4年 10月 10日 第 34回出雲駅伝 

 

 

 

 

 

 

 



令和 5年 3月 16日 第 44回まつえレディースハーフマラソン 

 

 

 

 

 

 



 

 


